








　淺井　改札機と券売機では人が操作
する形態がまったく違います．改札機
は人が通過しながら処理をします．券
売機は， 窓口みたいに立ち止まって処
理します．その代わり，扱うものがた
くさんあります．改札機のいちばん難
しいと思うのは，人との同期を取ると
ころが必ず必要ですので券売機と発想
がまったく違うところです．
　委員　券売機のいちばんの難しさは
何ですか．
　淺井　券売機は，コインであったり，
紙幣であったり，切符，カード，いろ
んなものを扱わないといけない．それ
を券売機の幅 50cm の中にすべて詰
め込む．また，それを一度に処理する
ことがいちばん難しいです．
　委員　改札機と券売機のサイズやデ
ザインが変わったのは，鉄道会社のほ
うから要請があったのですか．それと
も，オムロンのほうから提案したので
すか．
　北浦　改札機のバーをなくそうとい
うのはオムロンのほうから提案させて
いただきました．この業界はメーカと
鉄道会社さんと一緒になって考えてい
くというようなことがかなり大きく占
めています．

　淺井　鉄道会社さんから強い要請が
あった場合もありますし，基本的には
オムロンの方から提案します．実際に
それが受け入れられるかどうかという
ことは，実際にフィールドテストをさ
せてもらったりしながら，双方で確認
して進めてきました．
　委員　大学などでの勉強や経験で
あってよかったことはありますか．
　淺井　大学で学んできたことはベー
スにあります．ただ，学んできたこと
をそのまま使えることはなくて，中に
入ってから先輩の横について，横で見
ながら，盗みながら，覚えていきます．
先輩から最低限のことを教えてもらっ
て，あとは自分で失敗しながら覚えて
いくことが多かったです．われわれ，
開発部の中にも技術は機械系，電気系，
ソフトウェアの三つに分かれていまし
て，それぞれ育て方や学び方が違った
りします．
　北浦　また，研究開発だと自分が
持っているもので，とことん追求して
いく仕事もあります．商品開発だと，
要求仕様が決まっていて，教え込まれ
ながらとにかく，どうまわってもたど
り着けということです．

5 おわりに

　インタビューの後にオムロンの方々
と一緒に写真を撮らせていただいた

（図6）．普段，何気なく使っている自
動改札機や券売機だが，その中身はま
さにメカトロ技術の塊であった．最近
でも非接触式 IC カードの導入などで
進化を続けている．今後，画像処理技
術などとコラボして新しい自動改札機
や券売機が世に出ると思うと楽しみで
ある．今後も安心や安全を提供し続け
るオムロンに大注目である．
　最後になりましたが，今回の見学を
進行してくださった福永氏，杉立氏，
インタビューに応じてくださった淺井
氏，北浦氏には深く御礼申し上げます．
また，見学させていただいた施設にて
詳細に説明をしてくださった社員の皆
様にも深く御礼申し上げます．
　また，本企画の調整および引率をし
て下さった新野秀憲理事に深く御礼申
し上げます．

（文責 メカライフ学生編修委員　
松尾匡史，秋元健太郎，居合　徹， 
石井雄大，上野弘傑，原田勇司）

図 6　オムロン（株）の方々とメカライフ学生委員，新野秀憲理事
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